
問い合わせ先／消防署救急係 ☎51-0885 

昨年の救急出動件数は3,300件を超え過去最多で、
その半数以上が入院の必要がない軽症者でした。緊急
性がない救急車の利用は、救えるはずの命を落としてし
まう原因となります。ご理解・ご協力をお願いします。

◉全国版救急受信アプリ（愛称「Q助」）
119番通報、医療機関の
検索ができます。
右記二次元コードから
アクセス

◉成  人 救急医療情報センター
　 ☎0561-82-1133
◉こども 小児救急電話相談
　 ☎#8000（短縮）

緊急性があると判断し
た場合は迷わず119番
通報をしてください。

皆さんの協力が不可欠です
救急車の適正利用

救急車を呼ぶか
迷ったら…

救急車を呼ぶか
迷ったら…

応募・問い合わせ先／中央公民館内少年センター（〒488-0803 東大道町山の内2410-2）☎76-8129

◉地域協力員による「愛の声かけ」運動　◉盆踊り会場での見回りと声掛け
◉非行防止横断幕の掲出
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僕の意見 私の考え（作文）

ポスター

 

400字詰め原稿用紙3～5枚程度に、子どもから見た「友だち関係や学校、社会での体
験」、大人から見た「子どもたちの言動や様子」など、「こうするとよい」「こんな素晴らし
いことがある」という意見などをまとめてください

9月11日（金）までに郵送か直接。郵送の場合は①テーマ（題名）②住所③氏名・ふりがな
④年齢⑤性別⑥電話番号⑦学校名または勤務先を記入

会話のある家庭づくり、明るい社会づくり、地域や大人の役割などを表現・呼び掛けるもの

9月11日（金）までに作品と応募用紙（少年センターで配布。ホームページからもダウン
ロード可）を郵送か直接（四つ切り画用紙で1人1点）

市内在住・在勤・在学の小学生以上のかた

市内在住の小・中学生

　青少年を取り巻く環境は日々変化し、青少年が犯罪に巻き込まれる事件も起きています。市では、
「あさひの子 地域みんなで 育てましょう」を合言葉に県や各種団体と連携し、各種活動を展開します。

提出先 市内の小・中学生は各学
校、その他のかたは少年センター
（土・日曜日、祝日を除く午前9時～
午後5時）

その他 ◉令和3年1月23日（土）に文化会館で開催予定
の「市青少年健全育成推進大会」で優秀作品の表彰と意
見発表 ◉応募者全員に記念品を進呈 ◉作品は未発表
のものに限る ◉作品は返却不可

主な取り組み

7・8月は県民運動強調期間

青少年健全育成に関する意見、ポスターを募集
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青少年の非行・被害防止のために
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